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（臨床病期T1下葉非小細胞肺癌の区域別における下縦隔リンパ節の転移経路） 

論文内容の要旨 
〔目 的(Purpose)〕 

非小細胞肺癌に対する標準術式は肺葉切除とリンパ節郭清であった。しかし、日本臨床腫瘍研究グループ

（Japan Clinical Oncology Group：JCOG）より末梢小型非小細胞肺癌に対する肺葉切除群と区域切除群のランダム化

比較試験（JCOG0802, Lancet 2022）が報告され、区域切除群が生存において有意に良好な成績となった。今後、末

梢小型非小細胞肺癌において区域切除とリンパ節郭清が標準術式の一つとなりえる。一方で、リンパ節郭清は肺葉

切除をもとに発展してきた背景があり、区域切除に伴うリンパ節郭清において区域毎のリンパ節転移経路を明らか

にしなければならない。 
小型非小細胞肺癌症例において、縦隔リンパ節転移は10-20%で存在する。さらに、縦隔リンパ節転移症例のう

ち、N1リンパ節領域（末梢リンパ節や肺門リンパ節）の転移を経ずに、縦隔リンパ節に直接転移するskip N2転移

症例は約20%で存在する。上葉と中葉においては、区域毎の縦隔リンパ節転移様式の差について報告されていない

が、下葉は胸腔内で最も大きな肺葉で区域数が多く、区域ごとに縦隔リンパ節転移様式が異なるとされている。下

葉小型非小細胞肺癌の区域ごとで上縦隔領域（#2R, #4R）、Aorta-Pulmonary 領域（AP zone: #5,6）、気管分岐下領

域（#7）へのリンパ節転移様式はいくつか報告があるが、下縦隔領域（#8:傍食道リンパ節, #9:肺靭帯）のリンパ節

転移様式の報告はほとんどない。今回、clinical T1下葉非小細胞癌の区域別リンパ節転移様式を検討し、区域切除

に伴う至適縦隔リンパ節郭清範囲について明らかにした。 
〔方法(Methods)〕 
2006年から2018年の大阪国際がんセンターで下葉非小細胞肺癌に対して肺葉切除と縦隔リンパ節郭清を施行した症

例は622例であった。うち、clinical T1 非小細胞肺癌の352例を対象とした。対象症例において、リンパ節転移因

子、区域別下縦隔リンパ節転移、下縦隔リンパ節転移症例の詳細、縦隔リンパ節の再発形式を検討した。 
〔成績(Results)〕 
58例（16.2%）でリンパ節転移を認め、pN1（末梢もしくは肺門リンパ節転移）症例は24例、pN2（縦隔リンパ節転

移）症例は34例であった。9例（2.6%）で下縦隔リンパ節転移を認めた。腫瘍径（≧2㎝）、画像所見（すりガラス

陰影を伴う）、左側、底区（S7,8,9,10）肺癌の因子において、有意に下縦隔リンパ節転移が多かった(respectively, 
p=0.039, 0.006, 0.0177, 0.0024)。S6非小細胞肺癌から下縦隔リンパ節への転移はなかった。下縦隔リンパ節を認めた

底区非小細胞肺癌9例のうち、右底区非小細胞肺癌の2例（S10: 2例）はいずれもN1リンパ節と気管分岐下リンパ節

転移を伴っていた。左底区非小細胞肺癌の7例（S8:3例, S10:4例）うち、3例は下縦隔の単独リンパ節転移を認め

た。初回再発部位が縦隔リンパ節のみであった症例は9例だった。その再発形式は上縦隔領域の再発は6例、気管分

岐下の再発は1例、上縦隔と気管分岐下の再発は2例であり、下縦隔リンパ節の再発はなかった。 
〔総 括(Conclusion)〕 
clinical T1非小細胞肺癌において、S6肺癌では下縦隔リンパ節は省略できる可能性がある。また、右底区肺癌では

術中迅速で、N1リンパ節や気管分岐下リンパ節の陰性を確認できれば下縦隔リンパ節の郭清は省略できる可能性が

示唆された。しかし、左底区肺癌は下縦隔リンパ節へ直接転移することがあり、リンパ節郭清は必要である。 

 




